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竹製車椅子の実用化研究（Ⅲ）  
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要 旨  

／㌣1二度は∴夫什化にむけて竹成ほ隼度に試≠した竹製再奇子2号機についてしTIS規格紙験による製品性能評価を子J二うとと  

ヰ〕に，福祉機器を取り扱／）ている作業や使用者〃）意見を取り入れて）2別姓の再設計，試作を行った．．JIS規格試験ごは，  

走行耐久性試験においてフットレスト取付金具が疲ガ破断によって折れるという）’′怨外げ）事態が生じて展準をクリアす  

ることはできなかったが，部材の改良に上って．JIS基準をクリアする確信を持／）二とができた．  

2 研究方法  

2】1試作機の」巨S規格試験   

昨年度試作しノた竹製車椅′一2弓一機の性能を確認するため  

に，人阪府堺市にある（財）FJl転車産業振興牒会技術研究  

所に依頼してト動卓椅子の13境目イり工S別格試験（．〕1S T  

92011998）を実施した  

2．2 調 査   

県内で福祉機器を製造したり販売している福祉関連企業  

に汁＝F－」いて車椅子市場について調香するとともに，試作機  

に対するアドバイスを受けた．去た，市販車二椅r一〝）構造や  

部ふ－一についても調査を行った  

1tろ成ユ：う牛1川10日に第21「叶大分国際車椅子マラソン人会  

び欄会J℃において大分児選手にお願いLて竹製亭椅子に試  

乗しノて行進していただき（写真り，開会Jしに参加された身  

1緒 言   

平成11隼度に竹材を利用した竹製車椅／一の試作開発を辛  

がけて↑年度でこ川二日をむかえた．初年度は，主要構造を竹  

積層材で構成し，地場竹塵業鋸編絶技術を生かした勅扇と  

竹材のもつ弾性を生かした竹板スリットの座面♂）2稗類を  

試作しノた．そして，昨年度は実用化に向けた製造技術の確  

立と，JIS規格試験による性能評価，モニター「調査による乗  

り心地の改善に努め，構造を改良した布弓長りぐるみ座面び〕2  

号機を試作した．   

今年度は，竹製卓椅√一♂）実用化を前進させるために2号機  

について章JIS鋭格試験を実施して性能評価を行い，さらに  

技術改善や構造設計の検討を行って竹製卓椅子2号機〃）改  

良，再試作に取り組むとと≠）に）技術移転叶能な企業との  

商品化に向けた検討を進めた．  

写真2．竹製車椅子を囲＆で（閉会式終了後）  写真1．車椅子マラソン東金開会式の見場行進  
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件障害者〃〕ん畑ル感想や意見宣車上イ 平成H項  

i用1㌔1射出川両＝に土人分しF註社会福祉介護有朋賓センター「  

（大う）Hす）ここ開催さわデニー 用封址講演会と福祉Jlは・ノjミ に竹  

製車椅iて2‡封幾を出［ぎ】～】t、福祉関係首や消費首を対象にしノこ  

外観や乗り心二咄？宕∴二／凡、て調査を冒／〕た  

2．3 捜術移転ゼ㌔の取り組み   

県内釣木製家具製造虻業数社に対して竹製掛綺イー開発に  

閲すろ趣旨説明を汚十㌧ 合牒∵1て牒「‡川二′ 技術移転にむ  

けた積極的な働きかけを才巨った  

2亡弟 改良試作  

ji硝ユ格試験紙某や弥査を幸）とに竹製宰相「トハ実用化に  

向けた改良案について検討を重ねた．今回は特にJIS覿棲試  

験結果と車椅J′一〔ノ）乗り心地等を重点的な改良点七した  写真3．詔もジ転転義担取付金具の破損  

3 結果及び考察  

3．1試作機の」巨S規格試験   

手動車いすの．rIS税格試験は 車椅子狩安定性や制動性能  

座両耳背面，アームレストの強度フ紅蓮走行性カどを調べ  

るものでノ 今回の試歓では13項目L巨12項目で適合tノたが，  

走行耐久性試験においては1弓一機と同様に走行中に欠陥が  

生じて適合に平らなか／〕た。二の試験はダミー荷塵（75kg）  

斜洞鉦絡転 大腿部22kg，脚部7転のそれぞれに載せて段差  

〝〕あるドラムLを2（＝」▲回転走行させることに上一つて製晶名  

狛二衝撃やわじれせうえて耐久性を調べるそ）〔／rご，脚たニー；荷  

塵がフットレスト良二「；に／さ一えた繰り返L衝撃によ／つてフット  

レスト上射寸金臭≠車一け碩部分で疲労破断（写真3）を生じた  

ため517ノ，ノ▲回転で終了せざるをえなかった．しかし，咋隼  

度のJTS規格試験で1那幾が車軸樹正金皇もげ〕取付部分の不具  

合によ／つて6Hd転で試験中断してし去／〕たことを考えれ  

ば，乍回の儲瀾ではフットレスト取イ＼J▲金具破断に上る試験  

「‖机、士あったも〝）の，耐久性改善び〕ため〃）構造改良が効果  

を〔二げたと判断できる．  

図＝ブlノトレスト取付金臭部分の楕．追解析  

昨年度試作開発』た2単機   今年度試作開発じた望驚機の改良型  

写真司・。鮒製牽綺草2号磯とそ釣改良型釣比較写真  

岬川7仙   
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たサン創イング，（有）（〕P車椅子センター㍉ 大栄技研に／  

謝意を表す．  

3．2 調 査   

福祉機器関連企業からは，1計機に比べて洗練されてきた，  

乗り心地が良くなった等の感想をいただいた．また，先行  

する木製車椅子の販売状況に／）いての情報を得るとともに，  

乗り心地を左右する何軒やアームレスト）フットレスト  

車輪等の相対的位置関係に／ついてのアドバイスを受けた．   

福祉川具展での反応は，椅f・としての座り心地が来場者  

に高く評価されき 天然材料の温かみがある，おしやれ等げ）  

好意的意見が多かった．座面や背もたれに使用した竹編組  

や竹素材を目や肌で感じることができたためであろうと考  

えられる．ただ，主要構造部を構成する竹積層材は木材に  

間違われやすく，竹材を使川した車椅子一とLてもっとアピ  

ールする工夫が必要であることを痛感した．  

3．3 技術移転への取り組み   

県内♂）木丁家具企業や福祉機器関連企業を巡回して竹製  

車椅f一閃発の取り組みに／ついて説明して意見を何うととも  

に，商品化への意向を打診した．   

その結果，福祉分野への参入を検討していた県内木⊥家  

具製造企業2杜から竹製車椅子を受注生産したい意向があ  

ったが，特注家具を中心に製造しているために口社販売に  

ついては困難であると考えられた．そのため，販売希望の  

あった理化学機器販売を行っている県内企業1枇を加えて3  

社による「竹製車椅子販路開拓グループ」を立ちトニげ，商  

品化や販路開拓をはかるための検討，技術指導を開始した．  

3．4 改良試作   

JIS規格試験の結果や福祉関係企業等からのアドバイス  

をもとに検討を電ねて再設計を行い，竹製車椅子・2号機を基  

にした改良型卓椅子の試作を行った（写真5）   

主な改良点としては，JTS規格試験で欠陥となったフット  

レスト取付金具の肉厚と形状を変更して補強した他，製品  

バランスや乗り心地をよくするために主輪の小径化とそれ  

に伴う各部配置や金具形軋 ブレーキ型式の変更，フット  

レスト固定機構の改良等を行った（写真4）．特に，フット  

レスト取付金具の形状については簡易な構造解析を行って  

検討を行い（図1），集中負荷の分散と強度を向j二させるた  

めの設計改良を行った．   

また，今回は背もたれ裏面に竹製小物入れを取り付けて，  

竹製品としての車椅子のイメージ向上を目指した⊥夫を試  

みた（ノ写真6）  

4 緒 言   

今後，竹製車椅子販路開拓グループでは代表企業が商品  

化に向けて大分県が所有する竹製卓椅f一の意匠権の実施許  

諾申請手続きを進める計画であり5 竹製車椅f一の研究成果  

が日の目を見るF】は近い．   

当所では，竹製車椅√一般路開拓グループ ヘの技術移転を  

進めるととヰ）に，販路開拓のための支援協力を行う．  

写真5．2号機改良型の概観  

写真6．竹製小物見れを付けた車椅子概観  

写真ブ．老Åホ州ムで試乗する高齢者   
最後に，試作に際して多大なこノよ力，こ脇力をいただい  

－108 －  


